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ロ
ー
カ
ル
路
線
か
ら
通
勤
・
通
学
路
線
へ

粟
生
線
は
、
神
戸
市
北
区
の
鈴
蘭
台
駅
か
ら

三
木
市
内
を
経
由
し
て
、
小
野
市
の
粟
生
駅
ま

で
を
結
ぶ
。
東
播
地
方
の
振
興
を
目
指
し
て
、

昭
和
11
年
に
三
木
線
と
し
て
鈴
蘭
台

－

広
野
ゴ

ル
フ
場
前
間
を
開
業
。
そ
の
後
、
三
木
ま
で
延

伸
し
、
当
初
計
画
し
て
い
た
路
線
が
全
線
開
業

し
た
が
、
地
域
住
民
の
強
い
要
望
や
寄
付
を
得

て
、
昭
和
27
年
に
粟
生
ま
で
延
伸
さ
れ
た
。
こ

の
時
、
路
線
名
も
粟
生
線
と
改
称
し
て
い
る
。

鉄
道
は
、
神
戸
か
ら
東
播
地
域
に
至
る
山
間

部
を
縫
う
よ
う
に
し
て
敷
設
さ
れ
た
。
急
勾

配
、
急
カ
ー
ブ
が
続
き
、
途
中
に
大
き
な
住
宅

地
も
な
く
、
ま
さ
に
、

の
ど
か
な
山
間
地
を

走
る
ロ
ー
カ
ル
線
で
、

旅
客
輸
送
以
外
に
、

地
元
名
産
の
三
木
の

金
物
や
小
野
の
播
州

そ
ろ
ば
ん
、
農
産
物

な
ど
の
小
荷
物
輸
送

も
行
っ
て
い
た
と
い

う
。や

が
て
高
度
経
済

成
長
期
を
迎
え
る
と
、

沿
線
の
姿
が
大
き
く

変
わ
り
、
路
線
の
性

格
も
変
貌
し
て
い
く
。
昭
和
30
年
代
半
ば
に

は
、
神
戸
市
が
六
甲
山
北
側
の
開
発
計
画
を
打

ち
出
す
な
ど
、
神
戸
都
市
圏
の
拡
大
に
伴
い
、

神
戸
電
鉄
の
沿
線
地
域
が
注
目
を
集
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。

鈴
蘭
台
エ
リ
ア
を
は
じ
め
、
粟
生
線
沿
線
で

も
民
間
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る
大
規
模
な
宅
地

開
発
が
進
み
、
昭
和
40
年
代
後
半
に
な
る
と
、

木
津

－

押
部
谷
間
の
各
駅
が
あ
る
神
戸
市
西

区
、
三
木
市
の
緑
が
丘

－

恵
比
須
間
に
、
次
々

と
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
誕
生
し
て
い
っ
た
。

丘
陵
地
を
切
り
開
い
て
整
備
さ
れ
た
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
に
は
戸
建
て
住
宅
が
建
ち
並
び
、
神
戸

都
市
圏
に
通
勤
す
る
人
々
と
そ
の
家
族
が
移
り

住
み
、
短
期
間
に
人
口
が
急
増
し
て
い
っ
た
。

沿
線
地
域
の
総
人
口
は
昭
和
60
年
代
ま
で
急

増
、
そ
の
後
も
平
成
7
年
ま
で
増
加
傾
向
を
示

し
、
昭
和
40
年
の
人
口
数
と
比
べ
る
と
、
ピ
ー

ク
時
に
は
三
木
市
が
1
・
９
倍
、
神
戸
市
西
区

の
押
部
谷
地
区
で
は
５
・
７
倍
と
な
っ
て
い

る
。沿

線
の
人
口
増
に
伴
い
、
粟
生
線
も
神
戸
都

市
圏
の
通
勤
・
通
学
輸
送
を
担
う
鉄
道
と
し
て

発
展
し
て
い
っ
た
。

輸
送
力
の
増
強
に
向
け
た
取
り
組
み

昭
和
40
年
代
か
ら
粟
生
線
の
輸
送
人
員
は
急

昭
和
40

昭
和
40

昭
和
45

昭
和
50

昭
和
55

平
成
１

平
成
５

平
成
10

平
成
15

平
成
20

平
成
25

昭
和
60

（
年
度
）

（
年
度
）

100

800

0

200

400

600

（千人）

80

60

40

20
神戸市西区・押部谷地区

小野市

三木市

0

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000
（万人） （億円）

昭
和
45

昭
和
50

昭
和
55

昭
和
60

平
成
２

平
成
７

平
成
12

平
成
17

平
成
22

■神戸都市圏の拡大
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鉄道施設

粟
生
線
に
み
る

大
都
市
近
郊
路
線
の

現
状
と
課
題

粟
生
線
と
沿
線
地
域
の
変
化

神
戸
都
市
圏
の
通
勤
・
通
学
輸
送
を
担
う

大
都
市
近
郊
路
線
と
し
て
発
展
し
た
粟
生
線
。

し
か
し
、
道
路
整
備
に
伴
う
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
、

沿
線
地
域
内
の
少
子
高
齢
化
の
進
展
で
、

輸
送
人
員
は
ピ
ー
ク
時
の
半
分
以
下
に
減
少
、

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

年
間
６
６
０
万
人
の
利
用
が
あ
り
な
が
ら
も
、

存
廃
の
協
議
が
続
く
粟
生
線
の
現
状
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。

拡
大
す
る
神
戸
都
市
圏
の
受
け
皿
と
し
て
開
発
さ
れ
た
粟
生
線
沿
線
。
神
戸
電
鉄
は
、
輸
送
力
増

強
の
た
め
大
規
模
な
資
金
を
投
じ
た
。
大
都
市
近
郊
路
線
と
し
て
成
長
を
遂
げ
な
が
ら
も
、
存
廃

問
題
に
直
面
す
る
粟
生
線
と
沿
線
地
域
の
変
化
の
過
程
を
見
て
い
く
。
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特
集
：
鉄
道
の
経
営
と
存
続

﹇
神
戸
電
鉄
・
粟
生
線
が
模
索
す
る
存
続
へ
の
道
筋
﹈
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特集：鉄道の経営と存続
［神戸電鉄・粟生線が模索する存続への道筋］

増
し
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成
４
年
に
は
１
４
２ 

０
万
人
に
も
及
ん
だ
。
あ
ま
り
の
混
雑
で
車
両

の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

利
用
客
の
急
激
な
増
加
と
混
雑
に
対
応
し

て
、
神
戸
電
鉄
で
は
車
両
編
成
の
増
加
や
単
線

区
間
の
複
線
化
な
ど
、
輸
送
力
増
強
に
向
け
た

取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
た
。

有
馬
線
で
は
昭
和
40
年
代
初
め
か
ら
鈴
蘭
台

－
有
馬
口
間
で
複
線
に
よ
る
運
行
を
開
始
し
て

い
た
が
、
昭
和
50
年
、
粟
生
線
の
見
津
信
号
場

－

押
部
谷
間
の
起
工
を
機
に
、
粟
生
線
と
三
田

線
で
も
複
線
化
工
事
を
進
め
た
。

ま
た
、
神
戸
電
鉄
は
六
甲
山
系
を
最
大
50
‰

の
急
勾
配
で
貫
通
す
る
山
岳
鉄
道
で
、
全
線
の

80
％
以
上
が
勾
配
、
そ
の
う
ち
35
‰
以
上
の
急

勾
配
区
間
が
31
・
８
％
、
さ
ら
に
50
‰
区
間
が

20
・
５
％
を
占
め
て
い
る
。
粟
生
線
も
こ
う
し

た
急
勾
配
の
上
り
下
り
が
連
続
す
る
。
使
用
す

る
車
両
も
、
連
続
登と

う
は
ん攀
や
抑
速
制
御
、
故
障
時

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
安
全
運
行
に
関
わ

る
重
要
機
器
を
二
重
系
で
装
備
す
る
必
要
が
あ

り
、
平
地
を
走
行
す
る
車
両
と
比
較
す
る
と
製

造
・
修
繕
コ
ス
ト
が
か
な
り
高
額
に
な
る
。

神
戸
電
鉄
で
は
全
線
で
こ
う
し
た
特
殊
車
両

の
保
有
台
数
を
増
や
し
、
昭
和
50
年
に
は

１
１
４
両
、
10
年
後
に
は
１
４
４
両
、
平
成
５

年
に
は
１
７
５
両
と
輸
送
力
増
強
に
努
め
た
。

ま
た
、
粟
生
線
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
３
両
編

成
を
長
編
成
化
し
、
昭
和
50
年
に
鈴
蘭
台

－

押

部
谷
間
で
４
両
編
成
、
53
年
に
は
新
開
地

－

志

染
間
で
５
両
編
成
の
運
転
を
開
始
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
平
成
13
年
に
は
恵
比
須

－

粟
生
間
の

駅
ホ
ー
ム
の
延
伸
工
事
な
ど
が
完
成
し
、
４
両

編
成
に
よ
る
新
開
地

－

粟
生
間
の
直
通
運
転
を

実
現
さ
せ
た
。

輸
送
人
員
が
ピ
ー
ク
時
の
半
分
以
下
に

輸
送
力
増
強
に
向
け
た
取
り
組
み
が
続
け
ら

れ
る
一
方
で
、
神
戸
電
鉄
の
輸
送
人
員
は
、
平

成
５
年
以
降
、
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
て
い
る
。
粟

生
線
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
で
は
あ
る
が
、
ピ
ー

ク
時
と
比
べ
る
と
、
粟
生
線
は
約
７
６
０
万
人

減
、
本
線
で
あ
る
有
馬
線
も
約
２
０
０
０
万
人

減
と
、
と
も
に
50
％
前
後
の
減
少
と
な
っ
て
い

る
。路

線
全
体
の
成
長
を
支
え
て
き
た
有
馬
線
が

そ
の
役
割
を
果
た
せ
な
く
な
っ
て
い
く
中
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
顕
在
化
し
、
複
線
化
工
事

も
平
成
10
年
、
中
断
が
決
ま
っ
た
。
認
可
区
間

の
う
ち
複
線
化
が
完
成
し
た
の
は
、
粟
生
線
で

は
西
鈴
蘭
台

－

藍
那
間
と
川
池
信
号
場

－

押
部

谷
間
、
三
田
線
で
は
岡
場

－

田
尾
寺
間
、
横
山

－

三
田
間
と
な
っ
て
い
る
。

全
体
の
42
％
を
占
め
る
路
線
長
が
あ
り
な
が

ら
、
20
％
の
収
入
に
と
ど
ま
り
、
収
支
的
に
も

厳
し
い
状
況
が
続
く
粟
生
線
に
は
、
存
廃
問
題

が
浮
上
し
た
。
沿
線
の
発
展
と
と
も
に
ロ
ー
カ

ル
路
線
か
ら
大
都
市
近
郊
路
線
に
変
貌
を
遂
げ

た
粟
生
線
だ
が
、
輸
送
能
力
に
見
合
っ
た
利
用

が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
輸
送
力
増
強
に
要
し

た
費
用
の
回
収
が
滞
り
、
赤
字
が
常
態
化
し
て

い
る
。

最
大
で
13
億
円
近
く
ま
で
膨
ら
ん
だ
赤
字

は
、
そ
の
後
の
経
営
改
善
や
行
政
支
援
に
よ
っ

て
、
一
定
の
回
復
は
し
て
い
る
も
の
の
、
10
億

円
レ
ベ
ル
の
赤
字
が
続
く
。
そ
し
て
、
そ
の
赤

字
を
補
填
し
て
き
た
有
馬
線
に
か
つ
て
ほ
ど
の

余
力
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
粟
生
線
は
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
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■粟生線と沿線の現況
粟生線の年間輸送人員は平成４年をピークに、減少に転じている。

高規格道路の整備に伴い、沿線地域内では自動車での移動が主流になった。

さらに神戸市営地下鉄や高速バスなど、他の交通機関との競合が激化している。



西神中央西神中央

西代西代

北条鉄道北条鉄道

JR加古川線JR加古川線

山陽電鉄山陽電鉄

北神急行電鉄北神急行電鉄

阪急電鉄阪急電鉄

阪神電鉄阪神電鉄

粟生粟生

小野小野

市場市場

大村大村

三木三木
恵比須恵比須

栄栄

木幡木幡
木津木津

藍那藍那

鈴蘭台鈴蘭台

JR新神戸JR新神戸

三ノ宮三ノ宮

神戸三宮神戸三宮

元町元町

山の街山の街

箕谷箕谷 谷上谷上

花山花山

山陽自動車道山陽自動車道

六甲有料自動車道六甲有料自動車道

神戸西インター神戸西インター

阪
神
高
速
７
号
北
神
戸
線

阪
神
高
速
７
号
北
神
戸
線

阪神高速 3号神戸線阪神高速 3号神戸線

阪神高速 32号
新神戸トンネル
阪神高速 32号
新神戸トンネル

山麓バイパス山麓バイパス

阪神高速 31号
神戸山手線
阪神高速 31号
神戸山手線

神戸淡路鳴門自動車道神戸淡路鳴門自動車道

西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線

（神姫バス）（神姫バス）
恵比寿～三ノ宮線恵比寿～三ノ宮線

六甲北有料道路六甲北有料道路

中国自動車道中国自動車道

大池大池

唐櫃台唐櫃台

神鉄六甲神鉄六甲

有馬口有馬口 有馬温泉有馬温泉

五社五社

岡場岡場

田尾寺田尾寺

二郎二郎

道場南口道場南口

神鉄道場神鉄道場

横山横山

三田三田

三田本町三田本町
フラワータウンフラワータウン

南ウッディタウン南ウッディタウン

ウッディタウン中央ウッディタウン中央

北鈴蘭台北鈴蘭台

新開地新開地

湊川湊川
長田長田

丸山丸山

鵯越鵯越

西鈴蘭台西鈴蘭台

鈴
蘭
台
西
口

鈴
蘭
台
西
口

三木上の丸三木上の丸

粟生線粟生線

有馬線有馬線

神戸高速線神戸高速線

三田線三田線

神戸空港神戸空港

緑が丘緑が丘

月が丘月が丘

桜ヶ丘桜ヶ丘

小野市

稲美市

明石市明石市

加古川市加古川市

三木市

神戸市

粟生線粟生線

単線単線 複線複線 複線化事業中断複線化事業中断

西神中央西神中央西神中央西神中央

北条鉄道北条鉄道北条鉄道北条鉄道北条鉄道北条鉄道北条鉄道北条鉄道北条鉄道北条鉄道北条鉄道北条鉄道北条鉄道北条鉄道北条鉄道北条鉄道北条鉄道北条鉄道北条鉄道北条鉄道北条鉄道

JR加古川線JR加古川線JR加古川線JR加古川線JR加古川線JR加古川線JR加古川線

粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生粟生

小野小野小野小野小野小野小野小野小野小野小野小野小野小野小野小野小野小野小野小野小野

市場市場市場市場市場市場市場市場市場市場市場市場市場市場市場市場市場市場

大村大村大村大村大村大村大村

三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木三木
恵比須恵比須恵比須恵比須恵比須恵比須恵比須恵比須 西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線西脇営業所～三ノ宮線

三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸三木上の丸

粟生線粟生線粟生線粟生線粟生線

緑が丘緑が丘緑が丘緑が丘

月が丘月が丘月が丘月が丘月が丘月が丘月が丘月が丘月が丘月が丘月が丘月が丘月が丘月が丘月が丘月が丘月が丘月が丘

桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘

小野市

稲美市

加古川市加古川市加古川市加古川市加古川市加古川市加古川市

三木市

15 MINTETSU WINTER 2016

特集：鉄道の経営と存続
［神戸電鉄・粟生線が模索する存続への道筋］
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■粟生線年間輸送人員の推移

1,420

656

平成4年度から
△54％

鈴
蘭
台

鈴
蘭
台
西
口

西
鈴
蘭
台

藍
那

木
津

木
幡

栄 押
部
谷

緑
が
丘

広
野
ゴ
ル
フ
場
前

志
染

恵
比
須

三
木
上
の
丸

三
木

大
村

樫
山

市
場

小
野

葉
多

粟
生

0
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（人）
■粟生線の輸送密度（平成26年度）

23,301
22,146

12,944 12,803 12,250 11,454 10,644
9,451

8,258
7,448

6,540
5,737 5,553

4,349 4,081 3,806 3,591
1,578 1,596

通学 通勤 定期外

明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市明石市

■神戸市西区・三木市・小野市域　高速道路等開通年
昭和 51 （1976）  阪神高速 32 号新神戸トンネル供用開始｡
昭和 59 （1984） 山麓バイパス（神戸市中心部～西神ニュータウン）開通｡
昭和 62 （1987）  神戸市営地下鉄・西神延伸線学園都市－西神中央間開通（現在の「西神・山手線」全線開通）｡
昭和 63 （1988）  第 2 新神戸トンネル開通｡
平成 6 （1994） 阪神高速北神戸線と新神戸トンネルが接続｡
平成 9 （1997） 山陽自動車道全線開通（神戸 JCT ～山口 JCT）｡
平成 10 （1998） 山陽自動車道・木見支線（三木 JCT ～神戸西 JCT）開通｡
平成 10 （1998） 三木 JCT ～垂水 JCT の開通に併せて、神戸西インターチェンジ併用開始。
  神戸淡路鳴門道の起点となり、山陽自動車道とつながる｡
平成 15 （2003） 阪神高速 7 号北神戸線全線開通。
  阪神高速 31 号神戸山手線　神戸長田出入口－白川 JCT 間開通。
平成 22 （2010） 阪神高速 31 号神戸山手線　神戸長田出入口－湊川 JCT 間開通。

■粟生線と他の交通機関との競合の状況
＜三宮までの競争力比較＞平成 27 年 2 月時点
西神中央駅（神戸市営地下鉄）に向かう路線バスが開設され、神姫バスが粟生線だけで
はなく神戸市営地下鉄のフィーダー路線としても機能。また、高速道路を経由して神戸
都心部に乗り入れる路線も開設され、粟生線と競合している。

神戸電鉄 + 神戸高速 4 51 740
神姫バス（西脇営業所～三ノ宮線） 3 55 670
神姫バス（恵比須～三ノ宮線） 5 65 670
神戸電鉄 + 神戸高速 6 43 710
神姫バス（恵比須～三ノ宮線） 9 45 650
神姫バス + 神戸電鉄 + 神戸高速 4 50 820
神姫バス + 神戸市営地下鉄 4 60 700

恵比須

出発地 利用交通機関 便数
（7 時台）

所要時間
（分）

運賃
（普通）

緑が丘

押部谷

※1 ニュータウン内から発着する場合でも、その最寄駅を記載。

※1
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粟
生
線
の
沿
線
特
徴
と

少
子
高
齢
化
の
進
展

神
戸
都
市
圏
の
通
勤
・
通
学
を

担
う
鉄
道
と
し
て
、
輸
送
力
増
強

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

た
粟
生
線
だ
が
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
急
激
な
利
用
者
減
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
。

そ
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
に
、

神
戸
都
市
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
開
発
さ
れ
た
沿
線
の
地
域
特

性
が
あ
る
。

粟
生
線
の
総
延
長
は
29
・
２
㎞
。

鈴
蘭
台

－

押
部
谷
間
の
８
駅
が
神

戸
市
域
に
あ
り
、
三
木
市
域
に
は

緑
が
丘

－

大
村
間
の
７
駅
、
小
野

市
域
に
は
樫
山

－

粟
生
間
の
５
駅

が
あ
る
。
終
点
の
粟
生
駅
は
Ｊ
Ｒ

加
古
川
線
と
北
条
鉄
道
に
接
続
し

て
い
る
。

現
在
の
粟
生
線
の
利
用
状
況
を

輸
送
密
度
（
１
日
の
輸
送
人
員
／

㎞
）
で
見
て
み
る
と
、
起
点
と
な

る
鈴
蘭
台

－

西
鈴
蘭
台
間
が
約

２
万
３
０
０
０
人
と
圧
倒
的
に
大

き
く
、
昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
開

発
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
立
地

す
る
木
幡

－

志
染
間
は
、
そ
の
半

分
な
い
し
３
分
の
1
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
よ
り
西
は
、
神
戸
市
か

ら
離
れ
る
に
従
っ
て
輸
送
密
度
が

ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
っ
て
い
く
。

小
野
か
ら
終
点
粟
生
ま
で
の
輸
送

密
度
は
約
１
６
０
０
と
、
鈴
蘭
台

－

西
鈴
蘭
台
間
の
15
分
の
1
に

過
ぎ
な
い
（
前
頁
・
粟
生
線
の

輸
送
密
度
）。

「
粟
生
線
の
沿
線
に
は
、
ほ

ぼ
同
時
期
に
大
規
模
な
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
が
次
々
と
建
設
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
50
年
ほ
ど
を
経
る
間

に
、
こ
れ
ら
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

人
口
構
造
が
変
わ
っ
た
こ
と
や
、

道
路
網
の
整
備
、
神
戸
市
営
地

下
鉄
の
開
業
・
延
伸
等
に
よ
り

地
域
の
交
通
体
系
が
変
化
し
た

こ
と
な
ど
が
、
輸
送
人
員
の
増

減
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
」

と
、
鉄
道
事
業
本
部
企
画
部
の

松
本
修
治
部
長
は
語
る
。

神
戸
市
北
区
の
鈴
蘭
台
エ
リ

ア
を
除
く
と
、
三
木
市
域
が
粟

生
線
に
お
け
る
宅
地
開
発
の
中

心
地
で
、緑
が
丘

－

恵
比
須
間
に

は
緑
が
丘
、青
山
、
自
由
が
丘
、

さ
つ
き
台
な
ど
大
規
模
な
ニ 

ュ
ー
タ
ウ
ン
が
沿
線
に
広
が
る
。

三
木
市
の
人
口
は
、
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
人
口
で
昭
和
40
年
代
か

ら
平
成
に
か
け
て
一
気
に
倍
増
し
た
。
昭
和
60

年
代
に
入
る
と
15
歳
未
満
の
人
口
が
減
少
し
始

め
、
平
成
10
年
代
に
は
転
入
時
に
は
現
役
だ
っ

た
世
代
の
リ
タ
イ
ア
が
始
ま
り
、
生
産
年
齢
人

口
（
15
～
64
歳
）
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ご
と
の
高
齢
化
率
を
見
て
み

る
と
、
昭
和
45
年
に
開
発
が
開
始
さ
れ
た
緑
が

丘
地
区
で
は
、
す
で
に
高
齢
化
率
が
約
38
％
に

達
し
て
い
る
。
多
く
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
そ
う

で
あ
る
よ
う
に
、
同
世
代
の
人
々
が
同
時
期
に

転
入
し
た
ま
ま
新
陳
代
謝
が
行
わ
れ
る
こ
と
な

く
高
齢
化
が
進
み
、
そ
の
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
は
就

学
就
労
を
機
に
転
出
し
て
い
く
構
造
だ
。

一
方
、
沿
線
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発

が
比
較
的
小
規
模
だ
っ
た
小
野
市
は
、
少
子
高

齢
化
が
進
展
し
て
は
い
る
も
の
の
若
年
層
の
流

出
が
少
な
く
、
子
育
て
世
代
も
多
い
。
人
口
減

少
が
始
ま
っ
て
い
る
三
木
市
に
比
べ
、
小
野
市

の
総
人
口
は
微
減
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

「
神
戸
都
心
部
の
雇
用
創
出
力
が
落
ち
て
お

り
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
成
長
し
た
沿
線

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
あ
り
方
が
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
を
目
指
す
の

か
。
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
他
の
交
通
機
関

と
の
競
合
の
問
題
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。
粟

神戸電鉄株式会社 鉄道事業本部
企画部部長（粟生線活性化担当）

松本修治
Shuuji MATSUMOTO

■三木市の人口推移
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■小野市の人口推移
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■ニュータウンごとの高齢化率
 緑が丘    自由が丘   青山     

開発開始 昭和 45 年 昭和 40 年 昭和 58 年

人口 9,246 人 16,345 人 6,096 人

65 歳以上 3,492 人 4,749 人 1,032 人

高齢化率 約 38％ 約 29％ 約 17％

（平成 26 年 7 月 31 日現在）

利用者急減の背景と行政支援
粟生線利用者の大幅な減少の背景には、沿線の人口構造の変化やモータリゼーション、

他の交通機関との競合がある。もはや鉄道事業者だけでは支えきれない地域の鉄道に対して、
平成 21年度から救済策としての行政支援が続いている。
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生
線
の
将
来
は
、
こ
れ
ら
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り

と
一
体
的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
松

本
部
長
は
語
る
。

他
交
通
機
関
と
の
競
合
が
激
化

粟
生
線
の
利
用
者
減
少
の
も
う
一
つ
の
大
き

な
要
因
は
、
他
の
公
共
交
通
機
関
と
の
競
合
だ
。

昭
和
62
年
に
神
戸
市
営
地
下
鉄
西せ

い
し
ん神

・
山
手

線
が
西
神
中
央
駅
ま
で
全
通
す
る
と
、
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
と
西
神
中
央
駅
を
結
ぶ
路
線
バ
ス
が
整
備

さ
れ
、
粟
生
線
利
用
者
の
多
く
が
神
戸
の
中
心
・

三
宮
に
直
結
す
る
地
下
鉄
利
用
を
選
択
し
た
。

ま
た
、
高
速
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
高
規
格
道

路
の
整
備
に
伴
い
、マ
イ
カ
ー
だ
け
で
は
な
く
、

バ
ス
の
利
便
性
が
飛
躍
的
に
高
ま
っ
た
こ
と
も
、

粟
生
線
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
る
。

沿
線
を
く
ま
な
く
走
る
神し

ん
き姫
バ
ス
が
三
宮
方

面
へ
の
直
通
バ
ス
を
頻
繁
に
運
行
。
新
開
地
で

の
乗
り
換
え
な
し
で
三
宮
に
行
け
る
、
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
内
を
周
回
す
る
の
で
自
宅
近
く
に
バ
ス

停
が
あ
る
、
高
速
道
路
を
経
由
す
る
た
め
座
席

定
員
制
で
必
ず
着
席
で
き
る
、
運
賃
が
神
戸
電

鉄
線
・
神
戸
高
速
線
経
由
で
三
宮
に
出
る
よ
り

割
安
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
多
く
の
利
用

者
が
バ
ス
に
転
移
し
た
。

「
他
の
交
通
機
関
へ
の
転
移
の
影
響
は
あ
る

が
、
そ
れ
で
も
粟
生
線
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
お
客
さ
ま
の
絶
対
数
は
大
き
く
、
地
域
に

お
け
る
鉄
道
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
揺
る
ぎ
な
い
。

鉄
道
、
バ
ス
、
マ
イ
カ
ー
そ
れ
ぞ
れ
に
輸
送
特

性
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
合
う

形
で
地
域
の
交
通
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
も
し

粟
生
線
が
廃
止
に
で
も
な
れ
ば
、
そ
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
代
替
交
通
の
確
保
、
深
刻
な
交
通

渋
滞
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
、
自
動
車
交
通
の

利
便
性
は
大
き
く
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

今
後
は
、
縮
ん
だ
パ
イ
を
奪
い
合
う
の
で
は
な

く
、
輸
送
特
性
に
応
じ
て
役
割
を
分
担
し
、
互

い
に
パ
イ
を
増
や
す
方
向
で
協
力
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
」
と
松

本
部
長
は
語
っ
て
い
る
。

現
在
の
粟
生
線
を
支
え
る
行
政
の
支
援

と
こ
ろ
で
、
粟
生
線
の
利
用
者
が
減
少
し
た

と
は
い
え
、
年
間
６
６
０
万
人
と
い
う
利
用
は

全
国
の
地
方
鉄
道
の
中
で
は
圧
倒
的
な
数
と

な
っ
て
い
る
。
得
ら
れ
る
運
賃
収
入
も
大
き
い
。

松
本
部
長
に
よ
る
と
「
償
却
前
の
営
業
収
支

は
ほ
ぼ
均
衡
し
て
い
る
。
施
設
の
更
新
費
用
や

借
入
金
の
返
済
、
利
払
い
の
た
め
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

は
稼
げ
て
い
な
い
が
、
鉄
道
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

コ
ス
ト
は
ぎ
り
ぎ
り
賄
え
て
い
る
」
と
言
う
。

そ
の
よ
う
な
粟
生
線
に
対
し
て
、
関
係
自
治

体
の
支
援
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
実
施
さ
れ
て
い

る
。
平
成
16
年
度
か
ら
は
国
庫
補
助
（
旧
・
近

代
化
事
業
費
補
助
）
を
活
用
し
た
設
備
投
資
に

対
す
る
協
調
補
助
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が

関
係
自
治
体
に
よ
る
粟
生
線
へ
の
実
質
的
な
行

政
支
援
の
始
ま
り
と
な
る
。

ま
た
、
平
成
20
年
か
ら
は
、
神
戸
電
鉄
が
粟

生
線
の
路
線
維
持
・
活
性
化
の
た
め
の
広
報
活

動
を
本
格
的
に
展
開
。
鉄
道
事
業
者
だ
け
で
は

地
域
の
鉄
道
を
支
え
き
れ
な
い
事
実
を
表
明

し
、
以
後
、
沿
線
住
民
に
粟
生
線
の
利
用
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。

さ
ら
に
、
21
年
に
は
神
戸
市
・
三
木
市
・
小

野
市
を
主
体
に
、「
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再

生
法
」
に
基
づ
く
粟
生
線
活
性
化
協
議
会
（
委

1ニュータウン内を三宮方面への直行バスが周回する。2下校の時間帯、ホームは電車
を待つ高校生で混雑する。志染駅にて。3住宅地の販売を契機に、昭和 38 年に駅名改
称したニュータウンの玄関口、緑が丘駅。4急勾配、急カーブが続く神戸電鉄線。

1

2 3

4
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員
は
神
戸
電
鉄
と
沿
線
３
市
。
27
年
か
ら
兵
庫

県
も
参
画
）
が
発
足
。「
神
戸
電
鉄
粟
生
線 
地

域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」（
第
一
次
・
平

成
22
～
24
年
度
）
を
策
定
し
、「
定
期
利
用
者

と
交
流
人
口
の
拡
大
」「
沿
線
住
民
と
の
協
働

と
沿
線
住
民
の
主
体
的
な
取
り
組
み
・
参
画
」

「
駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
を

重
点
施
策
に
、
７
３
０
万
人
の
利
用
を
目
標
と

す
る
利
用
促
進
の
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
た
。

し
か
し
、
輸
送
人
員
の
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
中
、
神
戸
電
鉄
は
連
携
計
画
終
了
の

前
年
度
に
当
た
る
平
成
23
年
度
中
に
、
存
廃
に

つ
い
て
判
断
す
る
方
針
を
固
め
る
。
さ
ら
に
踏

み
込
ん
だ
支
援
が
な
け
れ
ば
、
民
間
事
業
と
し

て
粟
生
線
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ

る
と
し
て
、
兵
庫
県
知
事
と
沿
線
３
市
町
村
の

市
長
宛
て
に
、
事
業
構
造
を
公
有
民
営
方
式
に

変
更
す
る
存
続
案
を
示
し
、
粟
生
線
の
資
産
保

有
コ
ス
ト
の
負
担
軽
減
を
求
め
る
要
望
書
を
提

出
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
３
市
と
も
公
有
民
営
方
式
は

受
け
入
れ
困
難
で
あ
る
と
回
答
し
、
県
の
主
導

で
新
た
な
支
援
の
枠
組
み
を
協
議
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
同
年
２
月
に
「
粟
生
線

の
運
行
継
続
に
向
け
た
支
援
に
関
す
る
基
本
協

定
書
（
平
成
24
～
28
年
度
）」
に
つ
い
て
県
・

沿
線
３
市
・
神
戸
電
鉄
間
で
合
意
し
、
廃
止
は

回
避
さ
れ
て
い
る
。

協
定
で
合
意
し
た
関
係
自
治
体
に
よ
る
新
た

な
支
援
は
、
県
と
神
戸
市
に
よ
る
40
億
円
（
県

36
億
円
・
神
戸
市
４
億
円
）
の
無
利
子
貸
付
。

三
木
市
と
小
野
市
は
県
が
立
て
替
え
た
貸
付
相

当
額
の
金
利
を
負
担
す
る
。
ま
た
、
国
の
安
全

輸
送
設
備
等
整
備
事
業
を
活
用
し
て
安
全
施
設

の
整
備
費
用
を
年
３
億
円
以
上
削
減
す
る
こ
と

で
、
減
価
償
却
費
・
修
繕
費
の
負
担
の
軽
減
を

図
る
。
さ
ら
に
、
粟
生
線
が
な
く
な
っ
た
場
合

に
減
収
が
見
込
ま
れ
る
固
定
資
産
税
に
相
当
す

る
約
１
億
円
を
上
限
に
、
旅
客
運
賃
収
入
の
補

填
が
決
定
し
た
。

こ
れ
ら
の
支
援
ス
キ
ー
ム
は
い
ず
れ
も
平
成

28
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
期
限
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
支
援
を
受
け
る
神
戸
電
鉄
も
人
件
費
の

削
減
や
運
行
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
に
よ
る
輸
送
効

率
化
、
車
両
の
短
編
成
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
年

間
約
３
億
円
の
経
営
改
善
を
図
る
こ
と
を
各
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
公
約
と
し
た
。

「
支
援
ス
キ
ー
ム
開
始
後
の
３
年
間
を
振
り

返
る
と
、
実
質
的
に
は
公
約
を
大
幅
に
上
回
る

収
支
改
善
を
果
た
し
、
行
政
支
援
も
計
画
以
上

で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
支
援
ス
キ
ー
ム
の
開

始
前
か
ら
自
助
努
力
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
そ

れ
で
も
、
依
然
10
億
円
レ
ベ
ル
の
赤
字
が
残
っ

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
は
各
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
の
理
解
を
得
て
路
線
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
困
難
に
な
る
と
懸
念
し

て
い
る
」
と
松
本
部
長
は
語
る
。

　７
０
０
万
人
利
用
を
目
指
し
た
取
り
組
み

一
方
、
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
は
平

成
25
年
か
ら
第
二
次
連
携
計
画
（
平
成
25
～
28

年
度
）
へ
と
移
行
し
た
。
支
援
ス
キ
ー
ム
の
期

限
に
合
わ
せ
て
、
４
カ
年
計
画
と
な
っ
て
お

り
、
現
在
、
こ
の
計
画
に
基
づ
く
利
用
促
進
策

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
前
計
画
で
は
十
分
な
取
り
組
み
に
至

ら
な
か
っ
た
「
通
勤
定
期
利
用
者
の
拡
大
」
施

策
、「
沿
線
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
利
用
促
進
・

乗
車
運
動
」
の
展
開
、
中
長
期
的
な
視
点
も
含

め
た
「
駅
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
検
討
に
重

点
を
置
い
て
、
７
０
０
万
人
利
用
を
目
指
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
も
開
始
さ
れ
、
一
例
を
挙
げ

る
と
、「
粟
生
線
通
勤Com

e Back

補
助
制
度
」

は
、
６
カ
月
通
勤
定
期
の
半
分
を
協
議
会
が
支

援
す
る
も
の
で
、
沿
線
企
業
に
こ
の
制
度
を
活

用
し
た
通
勤
定
期
利
用
を
働
き
掛
け
て
い
る
。

ま
た
、
潜
在
的
な
利
用
者
層
の
掘
り
起
こ
し

を
目
的
と
し
て
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
割
引

制
度
も
実
施
し
て
お
り
、
三
木
市
で
は
平
成
26

年
度
ま
で
福
祉
施
策
の
一
環
と
し
て
８
日
間
有

効
の
神
戸
電
鉄
線
内
フ
リ
ー
チ
ケ
ッ
ト
「
三
木

市
福
祉
パ
ス
」（
本
人
負
担
５
０
０
円
）
を
発

行
。
27
年
５
月
か
ら
は
、
神
戸
市
が
70
歳
以
上

の
市
民
を
対
象
に
、
神
戸
電
鉄
全
線
で
使
用
で

き
る
10
日
間
の
フ
リ
ー
パ
ス
「
神
鉄
シ
ー
パ
ス

ワ
ン
」（
３
５
０
０
円
）
の
販
売
を
開
始
し
て

い
る
。
三
木
市
の
福
祉
パ
ス
が
10
万
人
相
当
の

利
用
が
あ
っ
た
ほ
か
、
発
売
し
て
ま
も
な
い
神

戸
市
の
パ
ス
も
50
万
人
相
当
の
利
用
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、
粟
生
線
利
用
人
員
増
の
一
助
に

な
っ
て
い
る
。

「
沿
線
高
齢
者
に
は
、
現
役
時
代
は
電
車
を

利
用
し
て
い
た
が
、
今
は
マ
イ
カ
ー
を
利
用
し

て
い
る
と
い
う
方
が
多
い
。
こ
う
し
た
方
々
が

鉄
道
に
戻
り
、
街
中
を
歩
い
て
く
だ
さ
る
と
、

鉄
道
利
用
が
増
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
健
康
寿

命
が
延
び
、
ま
ち
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
」

平
成
17

平
成
18

平
成
19

平
成
20

平
成
21

平
成
22

平
成
23

平
成
24

平
成
25

平
成
26

平
成
27

平
成
28

平
成
29

平
成
30

（
年
度
）

500

550

600

650

700

750

800

■行政支援と輸送人員実績

輸
送
人
員
（
単
位
：
万
人
）

791

693

第 1次連携計画
（平成 22～24 年度）

第 1次連携計画
（平成 22～24 年度）

支援スキーム
（平成 24～28 年度）
支援スキーム

（平成 24～28 年度）

第 2次連携計画
（平成 25～28 年度）

第 2次連携計画
（平成 25～28 年度）

681 682 672
667

656

700万人以上

730

第 1次・第 2次連携計画等による実績

第 1次連携計画の目標

第 2次連携計画の目標

現状のままでの今後の見通し

平
成
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平
成
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平
成
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平
成
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平
成
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平
成
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平
成
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■粟生線の収入と支出

■粟生線の収支の推移

粟生線の収入

約19億円
（平成26年度）

（平成 26年度）

定期外 42％

人件費 34％

修繕費 9％その他の経費 8％

動力費 10％諸税 7％

減価償却費
23％

通勤定期 41％

通学定期 12％

支払利息他 9％

その他 5％

粟生線の支出

約28億円
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特集：鉄道の経営と存続
［神戸電鉄・粟生線が模索する存続への道筋］

と
松
本
部
長
は
語
る
。

さ
ら
に
、
沿
線
の
小
中
学
校
に
対
し
て
は
、

校
外
学
習
や
社
会
見
学
等
な
ど
で
の
粟
生
線
利

用
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代

に
向
け
た
利
用
促
進
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

鉄
道
が
な
く
な
る
危
機
意
識
は
少
な
い

一
方
、
沿
線
住
民
に
対
し
て
は
、
粟
生
線
問

題
へ
の
理
解
を
深
め
、
ま
ち
づ
く
り
や
交
通
に

つ
い
て
考
え
る
啓
蒙
活
動
の
一
環
と
し
て
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
市
民
団
体
も
い
く
つ
か
結
成
さ
れ
、
同

じ
く
存
続
に
向
け
て
の
啓
発
や
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
全
体
的
に
は
「
自
分

の
ま
ち
の
鉄
道
が
な
く
な
る
」
と
い
う
危
機
意

識
は
、
ま
だ
あ
ま
り
持
た
れ
て
い
な
い
。

「
沿
線
で
は
自
動
車
交
通
へ
の
依
存
度
が
高

く
、
鉄
道
が
無
く
な
っ
て
も
自
分
に
は
影
響
が

な
い
と
考
え
る
人
が
多
い
。
ま
た
神
戸
電
鉄
全

体
で
は
黒
字
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
危
機
感

が
伝
わ
り
に
く
い
」
と
松
本
部
長
は
語
る
。

神
戸
電
鉄
と
し
て
は
、
粟
生
線
が
持
続
的
に

維
持
・
存
続
す
る
た
め
に
は
、
公
有
民
営
方
式

の
導
入
が
不
可
欠
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
地
域
の
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
方
針
だ
。

ま
た
、
平
成
26
年
３
月
に
は
、
第
二
次
連
携

計
画
に
基
づ
く
利
用
促
進
が
想
定
よ
り
も
低
調

で
あ
る
た
め
、
同
計
画
の
一
部
見
直
し
な
ど
を

求
め
る
提
案
を
協
議
会
に
提
出
す
る
と
と
も

に
、
同
内
容
の
要
望
書
を
沿
線
３
市
長
宛
て
に

提
出
し
た
。
鉄
道
駅
を
拠
点
に
鉄
道
と
バ
ス
が

役
割
を
分
担
し
合
う
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
再
構
築
す
る
「
地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
」

の
実
施
を
連
携
計
画
に
明
記
す
る
こ
と
や
「
地

域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
」
の
策
定
、
駅
を

中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
一
層
の
推
進
、
活

性
化
協
議
会
と
は
別
に
利
用
者
の
代
表
が
参
加

す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
設
置
な
ど
沿
線

地
域
が
主
体
と
な
っ
た
利
用
促
進
・
乗
車
運
動

の
展
開
な
ど
を
要
請
し
て
い
る
。

「
交
通
計
画
は
、
住
民
が
暮
ら
し
や
す
い
地

域
づ
く
り
を
念
頭
に
、
将
来
を
見
据
え
て
策
定

す
べ
き
で
あ
る
。
粟
生
線
に
つ
い
て
も
、
決
し

て
鉄
道
あ
り
き
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
地
域

の
交
通
の
あ
る
べ
き
姿
か
ら
、
そ
の
将
来
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
を
迎
え

る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
シ
ス
テ
ム
が
制
度
疲

労
を
起
こ
し
て
い
る
。
公
共
交
通
も
既
成
概
念

を
捨
て
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い

か
と
い
っ
た
観
点
で
、
行
政
や
地
域
住
民
、
事

業
者
が
一
緒
に
な
っ
て
議
論
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
含
め
、
そ
の
あ
り
方
か
ら
見
直
さ
な
い

と
、
多
く
の
地
域
で
立
ち
行
か
な
く
な
る
。
そ

う
し
た
危
機
感
を
当
事
者
で
あ
る
事
業
者
と
し

て
発
信
し
続
け
て
い
る
が
、
現
状
で
は
、
実
感

を
も
っ
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
の
は
難
し
い
。

こ
の
溝
を
埋
め
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
」
と
松
本
部
長
は
語
る
。

利
用
促
進
策
に
よ
っ
て
、
緩
和
傾
向
に
は
あ

る
も
の
の
、
粟
生
線
の
運
賃
収
入
は
減
収
基
調

が
継
続
し
て
い
る
。
現
行
の
粟
生
線
の
支
援
ス

キ
ー
ム
は
平
成
28
年
度
で
終
了
す
る
。
そ
の
期

限
を
前
に
し
て
、
地
域
全
体
で
考
え
、
ど
の
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
る

の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
、
公
共
交
通
が
ど

の
よ
う
に
活
か
さ
れ
て
い
く
の
か
。
粟
生
線
の

存
続
を
含
め
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。

1粟生線では最も新しい昭和 45 年開業の西鈴蘭台駅。ニュー
タウンの開発で、粟生線で乗降人員が最も多い。2平成 14 年
に三木市により建て替えられた恵比須駅舎。三木市の新たな中
核駅として整備が進んでいる。345モータリゼーションととも
に、粟生線と並行して整備された道路網。マイカーに加え、バ
ス路線が粟生線の強力なライバルとなっている。

1

3
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4 5
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粟
生
線
で
通
学
す
る
高
校
生
た
ち

地
方
都
市
に
お
け
る
主
な
鉄
道
利
用
者
は
高

齢
者
や
学
生
だ
。
粟
生
線
沿
線
で
も
、
そ
の
傾

向
が
強
い
。
三
木
市
と
小
野
市
に
は
、
合
わ
せ

て
六
つ
の
高
校
（
三
木
北
、
三
木
東
、
三
木
、

吉
川
、
小
野
、
小
野
工
業
）
が
あ
り
、
多
く
の

生
徒
が
粟
生
線
で
通
学
し
て
い
る
。
中
で
も
、

朝
夕
の
通
学
の
時
間
帯
、
終
点
の
粟
生
駅
は
、

北
条
鉄
道
、
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
や
粟
生
線
を
利
用

し
、
小
野
、
三
木
、
加
古
川
、
西
脇
方
面
の
高

校
に
向
か
う
生
徒
で
混
雑
す
る
。
小
野
高
等
学

校
、
小
野
工
業
高
等
学
校
の
生
徒
や
三
木
市
内

の
高
校
に
通
う
生
徒
が
利
用
す
る
小
野
駅
は
、

乗
降
人
員
が
１
日
約
３
４
０
０
人
で
、
う
ち
６

割
を
通
学
利
用
が
占
め
て
い
る
。

小
野
高
等
学
校
は
、
普
通
科
は
小
野
市
を
含

め
た
８
市
３
町
を
学
区
と
し
、
商
業
科
と
国
際

経
済
科
は
全
県
域
か
ら
生
徒
を
受
け
入
れ
て
い

る
。
全
校
生
徒
数
９
５
７
人
の
う
ち
、
実
に

５
３
５
人
が
粟
生
線
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
。

仮
に
粟
生
線
が
な
く
な
れ
ば
、
生
徒
た
ち
の

足
は
路
線
バ
ス
や
自
転
車
、
保
護
者
の
マ
イ

カ
ー
で
の
送
迎
、
あ
る
い
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等

の
運
行
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、

代
替
バ
ス
化
さ
れ
た
場
合
、
鉄
道
の
よ
う
な
大

量
輸
送
は
不
可
能
で
あ
り
、
全
員
が
乗
車
で
き

な
い
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
現
時
点

で
も
自
宅
の
最
寄
り
駅
ま
で
マ
イ
カ
ー
送
迎
し

て
い
る
保
護
者
に
と
っ
て
は
経
済
的
、
時
間
的

な
負
担
が
さ
ら
に
増
大
す
る
こ
と
に
な
る
。

部
活
動
や
課
題
研
究
で
存
続
を
考
え
る

粟
生
線
の
存
廃
問
題
は
、
生
徒
の
関
心
も
高

く
、
廃
止
の
可
能
性
が
強
ま
っ
た
平
成
24
年
以

降
、
小
野
高
等
学
校
で
は
授
業
や
部
活
動
の
一

環
と
し
て
、
多
岐
に
わ
た
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

「
地
域
の
問
題
に
つ
い
て
、
自
分
た
ち
で
考
え

て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い

る
。
粟
生
線
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
高
校
生
と

し
て
で
き
る
こ
と
、
高
校
生
だ
か
ら
で
き
る
こ

と
を
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
内
橋
紀
裕

校
長
は
話
す
。

特
に
部
活
動
で
は
、
粟
生
線
に
関
わ
る
活
動

を
行
っ
て
い
る
部
が
多
い
。
美
術
部
で
は
、
絵

を
描
く
こ
と
が
好
き
な
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ

と
、
自
分
た
ち
ら
し
い
方
法
で
想
い
を
伝
え
ら

れ
る
も
の
を
つ
く
ろ
う
と
、
粟
生
線
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
あ
る
＂
し
ん
ち
ゃ
ん
＂
と
＂
て
つ
く

ん
＂
が
主
人
公
の
絵
本
﹃
し
ん
ち
ゃ
ん 

て
つ
く

ん
﹄
を
制
作
し
た
。

「
絵
本
な
ら
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に
も
生
徒
た

ち
の
想
い
が
伝
わ
り
、
記
憶
に
残
る
。
生
徒
た

ち
の
次
の
世
代
へ
、
確
実
に
受
け
継
が
れ
て
い

兵庫県立小野高等学校 校長

内橋紀裕
Michihiro UCHIHASHI

教諭 美術部顧問

神戸貴弘
Takahiro KANBE

教諭 商業科・国際経済科科長

前島伸一郎
Shinichirou MAEJIMA

沿線高校生による
存続活動
沿線の高校生たちにとって粟生線は通学の足であり、
鉄道の廃止は通学手段を失うことになる。
存廃問題に揺れる粟生線沿線の高校生や大学生が、存続に向けて動き始めている。
ここでは授業や課外活動で、利用促進や活性化に積極的に取り組む
兵庫県立小野高等学校の生徒たちの活動を紹介する。
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特集：鉄道の経営と存続
［神戸電鉄・粟生線が模索する存続への道筋］

く
」
と
、
美
術
部
顧
問
の
神
戸
貴
弘
教
諭
は
そ

の
意
義
を
語
る
。
絵
本
の
制
作
過
程
で
、
生
徒

が
地
域
に
つ
い
て
学
び
、
地
域
住
民
と
関
わ
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
だ
っ
た
と

い
う
。
絵
本
は
、
粟
生
線
活
性
化
協
議
会
の
粟

生
線
利
用
促
進
活
動
補
助
金
や
兵
庫
県
の
「
高

校
生
ふ
る
さ
と
貢
献
活
動
事
業
」
を
活
用
し
、

50
部
を
製
作
し
た
。
小
野
市
内
の
図
書
館
に
置

い
て
い
る
ほ
か
、
幼
稚
園
な
ど
に
も
配
布
し
て

い
る
。

「
美
術
を
通
じ
て
地
域
と
関
わ
り
、
長
い
ス
パ

ン
で
効
果
を
波
及
し
た
い
」（
神
戸
教
諭
）
と
、

絵
本
は
シ
リ
ー
ズ
化
が
予
定
さ
れ
、
後
輩
が
引

き
継
ぎ
、
次
作
の
準
備
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
放
送
部
で
は
﹃
こ
の
窓
か
ら
﹄
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
７
分
間
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
制
作
。
粟

生
線
の
現
状
や
現
在
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
、

「
自
分
た
ち
が
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
粟
生
線

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
訴
え
て
い
る
。
さ

ら
に
、
放
送
部
は
、
平
成
24
年
か
ら
粟
生
線
だ

け
で
は
な
く
神
戸
電
鉄
各
線
の
駅
や
車
内
ア
ナ

ウ
ン
ス
を
担
当
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
神
戸
電
鉄
が
鈴
蘭
台
車
庫
で

開
催
し
た
「
神
鉄
ト
レ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

で
は
家
庭
科
研
究
部
が
手
づ
く
り
ケ
ー
キ
を
販

売
し
た
り
、
粟
生
駅
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
ギ
タ
ー

部
が
演
奏
す
る
な
ど
、
各
部
の
特
色
を
活
か
し

て
粟
生
線
を
応
援
し
て
い
る
。

一
方
、
商
業
科
と
国
際
経
済
科
の
３
年
生
は
、

１
年
を
か
け
て
地
域
の
活
性
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル

化
を
学
ぶ
課
題
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
自

分
た
ち
で
テ
ー
マ
を
決
め
、
班
を
編
成
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
が
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
粟
生
線

関
連
の
課
題
研
究
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
。
実
は
＂
し
ん
ち
ゃ
ん
＂

＂
て
つ
く
ん
＂
も
平
成
21
年
度
の
課
題
研
究
の
中

か
ら
生
ま
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
。

こ
う
し
た
課
題
研
究
で
は
、
高
校
生
な
ら
で

は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
着
眼
に
よ
る
取
り
組
み
も
多

い
。﹃
神
鉄
か
み
て
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹄
は
「
神

鉄
」
が
「
か
み
て
つ
」
と
読
め
る
こ
と
か
ら
、

粟
生
線
を
神
様
の
い
る
鉄
道
と
し
て
盛
り
立
て

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
。
粟
生
駅
は
「
Ａ
Ｏ
」

と
い
う
表
記
か
ら
Ａ
Ｏ
入
試
を
連
想
す
る
の
で

「
合
格
祈
願
の
神
様
」、
小
野
駅
は
小
野
市
の
名

産
品
そ
ろ
ば
ん
に
ち
な
ん
で
「
商
売
の
神
様
」

な
ど
、
粟
生
線
各
駅
に
神
様
が
い
る
と
し
て
、

誘
客
を
図
る
。

今
年
の
課
題
研
究
で
も
、
廃
線
に
な
れ
ば
通

学
の
足
を
な
く
し
て
し
ま
う
高
校
生
の
声
を
沿

線
住
民
に
届
け
よ
う
と
、
神
鉄
ト
レ
イ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
粟
生

線
存
続
の
署
名
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
加
え
て
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
Ｐ
Ｒ
動
画
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
ス
タ
ン
プ
の
作
成
、
旅
を
テ
ー
マ
に
し
た
利

用
促
進
案
な
ど
、
粟
生
線
活
性
化
を
テ
ー
マ
に

課
題
研
究
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

「
高
校
生
は
地
域
や
企
業
に
受
け
入
れ
ら
れ
や

す
い
存
在
。
課
題
研
究
に
取
り
組
む
過
程
で
さ

ま
ざ
ま
な
人
や
企
業
、
団
体
と
つ
な
が
っ
て
、

思
わ
ぬ
成
果
が
出
る
こ
と
も
多
い
」
と
商
業

科
・
国
際
経
済
科
の
前
島
伸
一
郎
教
諭
は
語
る
。

そ
し
て
「
粟
生
線
の
危
機
に
ま
だ
実
感
が
湧
か

な
い
生
徒
に
も
、
意
識
が
広
が
っ
て
い
け
ば
」

と
期
待
す
る
。

身
近
な
問
題
か
ら
捉
え
て
活
動

沿
線
の
高
校
生
や
大
学
生
が
粟
生
線
維
持
・

存
続
に
向
け
て
の
提
案
や
取
り
組
み
を
発
表
す

る
「
粟
生
線
・
未
来
へ
続
く
レ
ー
ル
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
は
、
小
野
高
等
学
校
の
﹃
こ
の
窓
か
ら
﹄

が
利
用
促
進
・
啓
発
活
動
部
門
で
グ
ラ
ン
プ
リ
、

絵
本
﹃
し
ん
ち
ゃ
ん 

て
つ
く
ん
﹄
が
同
部
門
の

審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
。﹃
神
鉄
か
み
て
つ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
﹄
は
施
策
提
言
部
門
審
査
員
特
別
賞

を
受
賞
し
た
。

「
高
校
時
代
か
ら
自
分
の
住
む
ま
ち
の
活
性
化

を
、
身
近
な
問
題
か
ら
捉
え
て
積
極
的
に
活
動

す
る
の
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
。
地
域
に
と
っ

て
も
期
待
さ
れ
る
存
在
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

内
橋
校
長
が
語
る
。

粟
生
線
を
守
る
活
動
は
、
若
い
学
生
た
ち
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
。

1

2

3
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1粟生線活性化のシンボルキャラクター「しんちゃ
ん＆てつくん」がラッピングされた車両とステッ
カー。2美術部が制作した絵本『しんちゃん てつ
くん』。3生徒たちで混雑する小野駅。45平成
27 年の神鉄トレインフェスティバルで、手づくり
ケーキの販売や粟生線存続の署名活動に取り組む。


